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令和６年度第１回 

長沼町まち・ひと・しごと創生推進会議 

議事概要 
 

開催日時：令和 6年 12月 10日（火）10:00～11:25 

開催場所：長沼町役場３階会議室 

 

出席者：計 12名 

①委員：8名 

②事務局：4名 

 

会議開催に先立ち、新たに委員となる創生推進会議委員へ町長から委嘱状の交付。 

半数以上の出席による会議成立の報告。 

 

次第 

１．開会 

２．挨拶 

３．議題 

（１）副会長の選出について 

（２）令和５年度における第２期「長沼町まち・ひと・しごと総合戦略」の取組状況等について 

（３）第３期長沼町まち・ひと・しごと総合戦略の策定について 

（４）その他 

４．閉会 

 

１．開会 

〇事務局：（開会）  

２．挨拶 

〇会 長：（挨拶） 

３．議題 

（１）副会長の選出について 

〇委員の互選により、副会長に総合振興計画審議会・成田会長が選出される。 

〇成田副会長：（挨拶） 

 

（２）令和５年度における第２期「長沼町まち・ひと・しごと総合戦略」の取組状況等について 

〇会 長：事務局から説明を行う。 

〇事務局：第２期「長沼町まち・ひと・しごと総合戦略」の令和５年度の取組等について説明（資料説明）。 

〇会 長：ただいまの説明についてご質問ご意見等いただきたい。 

〇会 長：基本目標３「子育て・教育の満足度」について、目標値 80％に対し実績値 58.7％のＣ評価と

なっているが、町内の小児科・産科体制は。 
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〇事務局：町内にはなくアンケートで特に不満の多かった部分。以前あったということもあるかもしれな

いが、就学前児童の定期接種も町外に行かないとできないというご意見も多くあった。出産祝

金制度や医療費の無償化も行っているが、子育て世帯の困りごととして、病院が近くにないと

いうことが如実に表れている結果かと思っている。 

また、子どもの遊び場が少ないというアンケート結果もあり、南幌町ではれっぱという施設が

できたことも起因して、こういった不満が出てきたのかなと分析している。我々としても重い

課題として捉えており、小児科誘致には至っていないが、こういった声を拾い上げ政策の具現

化ができるよう現在検討している段階。 

〇会 長：子どもの急病時に救急車で周辺の病院に搬送することは可能か。 

〇事務局：近隣の江別市等には救急医療の受付がある。南空知圏域内でも岩見沢医師会等から小児科医不

足が問題提起されており、今後救急医療体制を整えていく必要があるということは課題として

出ている。 

〇会 長：小児科は大事な要件になってくる。 

〇事務局：高齢者医療も大事だが、小児科の医療体制が整うことは子育て世代への移住施策にもなり、移

住定住所管課としては重要なコンテンツと考えている。 

〇会 長：誘致はなかなか難しいかもしれないが、周辺病院との協定締結等、様々な施策をとっていただ

ければ。 

〇副会長：定住化策もいろいろ考えていると思うが、若い世代の方がアパート等の家賃が高いと言ってい

る。ながぬま農協職員でも長沼町に住んで通勤という方が少ないと聞いている。若い人は基本

給も安いだろうし、町予算も絡んでくると思うが安定するまでの補助施策等も有りかと思う。 

〇事務局：既に家賃助成制度は実施しているが、十分かどうかは検証が必要かと思っているので、所管課

にも確認しながら進めてまいりたい。 

〇鈴木委員：起業支援の項目で「金融機関や商工会などと連携し起業に関するワンストップ窓口を設置」

と記載されているが、金融機関としてはそこで役立てるかと思う。実績値では企業誘致・新規

起業数が一番大きく、大きな誘致企業を２社程記載されているが、その影響が大きいのか、そ

れとも新規起業の影響が大きいのか気になった。我々としては創業事業者が増えればご支援し

やすいと思っており、町と商工会が連携したセミナー等を行っていればお手伝いしたい。他自

治体でも受講者が増えている。 

〇会 長：政策金融公庫が長沼町でセミナーを呼びかけて開催していただけるのか。 

〇鈴木委員：町や商工会、他の金融機関が連携してできればその方が良いかと思う。 

〇事務局：シロやＦＪコンポジットの企業を例示したが、多いのはカフェ等である。郊外でカフェを開く

方が多く、中心市街地には空き店舗も多いという課題感はある。長沼町で起業する人は、ロケ

ーションの良さやセカンドキャリアを重視する方が多く、そういった方にどのような対応がで

きるか知恵をお貸しいただければと思う。 

〇会 長：小さなお店でも町の活性化につながる。 

〇事務局：そういった方たちがＳＮＳで情報発信して口コミが広がり、長沼町に訪れる方が多い。リアル

なＳＮＳ発信というのが、本町で起業する足掛かりの一つの特徴かと分析しているところ。 

〇会 長：やはり札幌圏にあって新千歳空港やボールパークが近いことを考えると、ＳＮＳ発信は良いこ

とだし、そういう環境をつくっていただくことが大切だと思う。新規就農指標はなかなか達成

できにくいが、農業で成功している方の成功談等もＰＲしていくのも一つかと思っている。長

沼町で農業は最も大事なことなので、札幌や空港に近いメリットを活かした農業を様々検討し

ていただければと思う。 

〇下斗米委員：基本目標２の地域の魅力のブランド化や基本目標３の子育て支援の充実と関連するかと思

うが、人を呼ぶにはいろいろな施設が長沼町にはある。しかし、総合振興計画審議会では言っ

たが、施設が揃ってはいるが古くて来ない。トマムや富良野等のスキー場にはかなわないと思

うが、そこに行く前に足慣らしで北長沼スキー場を使うという話を聞いたことがある。その方

も最近長沼町はボロボロだし嫌だと言っていた。由仁も栗山もスキー場がない中で長沼にはあ
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るということが一つの強みなのかなと。スキー場だけじゃなく温泉もだが、お金がかかること

ではあるが、人を呼ぶには多少なりとも良い施設にしなきゃいけないと思う。また、我々の年

代はバスに乗ってスキー場に行っていたが、今は親の送迎しかなく、町民だけでなく外部から

来た方も乗れるように交通手段を充実したら良いかと思う。公園の老朽化もあるが、道路の危

険箇所や信号のない場所があり、子どもだけでは送り出せないということがあるので、細かい

ところであるが充実していただければ子どもも安心して遊びに行け、多少なりとも人は流れる

のかと思うので、ご検討いただければ。 

〇会 長：委員の所属されている総合振興計画審議会とも整合しながら検討いただければと思う。子ども

の遊び場がないという発言もあったが、例えば冬場はスキー場にシャトルバスを走らせて、子

どもたちが気軽に行ける場所にする。白馬村では夏場もスキー場を活用して大成功している事

例がある。何か動かすためにはリノベーションや企業誘致が必要と思う。地域おこし協力隊員

が豊富だが、企業誘致に対してはどのように活動されているか。 

〇事務局：企業誘致は産業振興課が所管しており、大きな企業を公共施設跡地に誘致するのが一般例。地

域おこし協力隊には企業誘致というよりは、移住定住促進や長沼町でやりたい自分たちの活動

が広がり、大きな動きになることを期待しているという状況であり、直接的に企業を隊員が呼

ぶということではなく、人を呼んでコミュニティの部分から広がる流れというのが良いかと考

えているところ。下斗米委員の発言部分では、総合振興計画の中で公共交通も問題点としてあ

がっている。公園の不満もありリンクするところはあると思う。スキー場も老朽化している中

で今後どう進めていくか。教育委員会では昔、スクールバスを代替としてスキーバスを出して

いた。議会からもそのような要求はされているが、今年の状況は把握していない。近隣はスキ

ー場がクローズしている状況で、長沼スキー場は授業でも非常に重宝されていると聞いている

ので、ただ老朽化させるのではなく、子どもの遊び場としてクローズアップされるようなブラ

ンディングが必要だと我々も考えており、ブランディングするのであれば危険な施設ではいけ

ないし、効果的効率的な更新も重要な課題だと思っているところ。総合振興計画とリンクする

ことでもあるので、各課で共有しながら問題意識を持って進めていきたい。 

〇会 長：幸いなことにいろいろな要素が詰まっている長沼町であるので、それを有機的につなげればか

なり効果的なまちづくりができるのではと思う。 

他にいかがか。 

 

（３）第３期長沼町まち・ひと・しごと総合戦略の策定について 

〇会 長：次に議題３「第３期の長沼町まち・ひと・しごと総合戦略の策定について」事務局から説明を

行う。 

〇事務局：第３期「長沼町まち・ひと・しごと総合戦略」の策定について説明（資料説明）。 

〇会 長：第３期は今年度中の策定予定ということでよろしいか。 

〇事務局：はい。 

〇会 長：国の総合戦略は抜本改訂されたが、長沼町としては従前の延長線上にと考えているということ

である。素案作成は２月上旬くらいか。 

〇事務局：２月上旬を目途に考えており、その後パブリックコメントや議会常任委員会での説明を行い、

３月には決定の会議を想定している。 

〇会 長：第２期全体の評価については２月の会議で示されるのか。 

〇事務局：時点で把握できるものは把握していきたいと思うが、年度が終了しないと把握できないものも

あるので本格的な検証は来年度になる。 

〇会 長：田中委員はいかがか。 

〇田中委員：60年長沼町で育った。１時間圏内で都会に行ける田舎というのが良いところ。決して都会を

真似することはない。長沼町で子育てしたい、ある程度の年代になったら町内で仕事をしたい

と思わせるような雰囲気が大切だと思う。近所でも新規就農でいちご農家をやってる方、奥さ
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んが農業の傍らカレー店を開いた方もいる。最終的には田舎の良さを出しながら、住みよい町

にしていければと思う。私は商工会所属なので会員によく相談しながら、提案してほしいとい

うものがあれば次回会議にもってきたいと思うのでよろしくお願いしたい。 

〇会 長：伊藤委員はいかがか。 

〇伊藤委員：空知管内は人口減少が道内の中でも著しい地域となっている。札幌寄りの長沼町や南幌町等、

南側はまだ良いかもしれないが管内で見ると人口減少が厳しい。振興局としてサポートできる

部分というと、企業誘致では合同説明会や企業見学バスツアーを産業振興部門で行っている。

側面的支援ばかりになるが、人手不足がどの地域どの分野も大変な中、話が出た交通部門だと

バス運転手自体がいないという状況であり、先月 17 日にバス事業者と連携して運転体験会を

実施した。運転手に興味ある方に教習所に来ていただき就職相談会と合わせて実施した。事務

局から話もあったが、今、道で北海道創生総合戦略のパブコメを 25 日まで実施している。ホ

ームページでは子ども向けのものもあり、関心を持っていいただくきっかけにはなるのかなと

思っている。人口減少は奪い合いになってしまうが、そういった中では地元への誇り、シビッ

クプライドの醸成がＵＩターンにもつながるかと思うので、そういった政策も考えられるのか

なと個人的に思っている。 

〇会 長：中川委員はいかがか。 

〇中川委員：全体を通して人口減少社会の中でかなり難しいテーマに挑んでいるなというのが第一印象。

金融機関目線でできるところでは、起業のお手伝いや新規創業で、長沼町の特徴としては郊外

型の小さなお店が非常に多く、移住とセットの相談が非常に多い。そのあたりが説明会となじ

みづらく、いろいろ工夫しなくてはならないところだと思っている。当会議等でアプローチ方

法のお話が出て、金融機関として協力できることは協力していきたいと思う。今後第３期の新

しい戦略策定ということだが、今朝の新聞にも南幌町の記事が出ており、南幌町は独自の戦略

で人を呼び込んでいるが、個人的には同じことする必要は全くないと思っている。長沼には長

沼の魅力があって、それをＳＮＳ等で感じ取った移住者が盛んにおり、小さいお店を郊外に開

業している。これはとても良い流れだと思うので流れをいかす形で進めていくのが良いかなと

思っている。 

〇会 長：鈴木委員はいかがか。 

〇鈴木委員：創業関係で協力できればと思う。公庫では高校向けに創業意識向上のための出張授業を行っ

ている。高校生ビジネスプラングランプリというのを全国で 10 回以上実施しており、道内高

校も応募していただき、ベスト 100に入っている高校もある。最近だと全部で 5,000プランほ

ど出ており、過去に出場した高校生がタイミーを開発した。長い目の話になるが小さい創業の

積み重ねで雇用の維持・確保ができるのであれば、創業に対する意識の芽生えの種を撒くこと

のお役にも立てればと思った。 

〇会 長：坂本委員はいかがか。 

〇坂本委員：基本目標にある学卒者の転出は非常に大きな課題になっている。これは長沼町に限らずと思

う。若い人を地元に留めるためには雇用創出が必要だと思うが、資料を見ると企業誘致・新規

起業数は対目標の 290％のＡ評価となっている。なぜこういう状況なのに学卒者転出は歯止め

が効かないのか。雇用につながるというよりは小さなカフェ等の新規起業が多いためという話

を聞いて納得した。雇用につながるような企業誘致と、カフェのような起業が一緒になってい

る数字のところは検討が必要じゃないかなと感じたところ。いずれにしても、他自治体から見

れば 290％という数字やシロやＦＪコンポジットが来ていることは非常に羨ましいところだと

思う。もう一点、長沼町はやはり農業が主産業であり、特に６次産業化については非常に進歩

的な町だと思っているが、新規就農・農業後継者数は残念ながら目標の 46.7％とうまく進めて

いないようなところがあり、なぜなのか気になったところであった。新規就農者の育成事業と

して国の農業次世代人材投資事業を実施、独立支援の新規就農者に支援金を交付といろいろや

っているにも関わらず新規就農後継者数というのは増えない。これだけ魅力的な農業が実践さ

れている長沼町にも関わらずなぜこういう状況なのか疑問に思ったところ。補助金や支援金は
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大事なことだと思うが、農業の魅力をＰＲするような若い人たちに響くような施策が求められ

ているのかなと。地盤はしっかりあるのでそういう工夫も必要なのかなと感じた。新しい人の

流れということでは、道の駅マオイの丘公園、これは我々外の人間から見ると魅力的どころか

非常に破壊力のあるコンテンツになっていると思う。立ち寄る方が非常に増えて観光入込客数

が 200万人超えたということであるが、道の駅のお客さんは道の駅で買い物をすると次の場所

に移動するか、お帰りになる方が多いと思う。そういった中で、長沼は非常に優良なコンテン

ツがたくさんあるので、先ほどの会長の発言のようにそれぞれのコンテンツをもっと有機的に

結びつけるような施策に取り組んでいくと、それぞれのコンテンツがさらに魅力的になるのか

なと感じた。 

〇事務局：起業に関する計画策定当時のＫＰＩ設定は、大企業のみ想定していたのか小さいところも含め

てなのかはわからないが、58件という成果があがっていることを評価いただいたことに関して

は素直に感謝したい。ただ、第３期に向けてはもう少し整理する必要があると感じたところ。

新規就農・農業後継者については７件と非常に低いが、これは単年度数値であり、長沼町に遊

休農地はなく、安定していた年と思っていただければ良いかと思う。離農する農家がおらず、

辞めても後継がいたのかなということ。移住者で有機農法等を行いたいという方もいるので、

そういったニーズをどのように拾い上げるか農政ともよく考えたいが、いずれにおいても遊休

農地がないということが一番大事だと思っており、次期は記載方法を検討したい。最後の道の

駅をはじめとする観光コンテンツについて、観光入込客数が 200万人超えるなんて我々も思っ

ていなかったが、民間企業投資でのリニューアルも一つ要因だと思う。ながぬま温泉も老朽化

しており、そちらも公園含めての再編を次の目標としては掲げている。総合振興計画にも登載

しており、向こう４年間の中で実行するものと考えている。丘陵地帯での周遊策では、道の駅

と温泉が大きなコンテンツである、うまく市街地に誘導することができれば商工会とも面白い

ことができるのではないかなと思っている。また、範囲を広げれば北広島ボールパークも一つ

の周遊コンテンツだと考えており、ファームレストランで昼食をとるとか本町単独だけでもや

らなければいけないが、広域的な戦略も考えながら強みとして活かしていきたいと思っている。

大事なのは他の委員の発言もあったが、ちょうどいい田舎というのを守りながら進めていきた

いと考えているところ。 

〇会 長：遊休農地がないというのは知らなかった。周遊の話だがコンテンツを結びつける、経営学的に

言えば買い回りということの地域バージョンで人を動かすことが地域の活性化につながって

いくのでいろいろ考えていきたいと思う。坂本委員にもデジタル版新聞での情報発信をしてい

ただければと思う。下斗米委員いかがか。 

〇下斗米委員：グリーン・ツーリズムで高校生等が来て楽しんで帰るということは良いことだと思うが、

１回きりではなく、おかわり体験ができるようなことが良いんじゃないかと。希望者によって

は大学生になった時に再度もう少し本格的な体験をする。高校生の時にグリーン・ツーリズム

体験した方が何回も来町して、最終的に農業ではないが食に関わる仕事に就いたという方が何

人かいるという話を聞いた。やはり長沼町はすごくちょうどいい田舎であって、都会から来た

人には魅力がある。私も生まれは東京で北海道が好きで本州から来たが、長沼町は良いところ

を活かしきれておらず少しもったいないなと思っている。素材は揃っているので活かしきれれ

ばもっと人は増えるんじゃないかなという考えである。 

〇会 長：成田副会長はいかがか。 

〇副会長：長沼町は他市町村から来た方が頑張っているという印象がある。地元の方のほうが町外に買い

物行くというのが結構聞こえてくる。一軒が独り勝ちというのではなく、ネットワークを作っ

て長沼町にお金を落としていくというのが大事だと思う。農業関係では高齢者が増え、離農者

がいても空いた土地は地元の方々が買っており、新規就農者が入る基盤がないという事実はあ

ると思う。婿さんが後継している農家も結構あり、ここ４～５年の間でも片手以上の方々がい

る。そういった方が長沼の良さを新たに発見してやっていくことも大事だと思う。農協組合長

も委員でいるので、役場中心に商工会、金融関係、農業関係が一体となって長沼町の未来を考
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えていかなければならない時期に来ていると思っている。 

〇会 長：（３）について終了する。 

 

（４）その他 

〇会 長：その他について、事務局から説明があればお願いする。 

〇事務局：今後の会議について（口頭説明） 

 

 

４．閉会 

〇事務局：（閉会） 


